
八シ場ダム建設事業の工期変更等に係る現地調査報告について

国土交通省関東地方整備局から工期変更したい旨等の説明があったので、１都５県による合同

調査チームを結成し、工期延伸に係る理由等について、質疑及び現地調査を行い、結果を別添
のとおりまとめましたので報告します。

平成２５年８月１５日

【１都５県合同職員チーム】
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1．現地調査の経緯と目的

利根川水系吾妻川流域に建設している八シ場ダムは、地元群馬県をはじめ下流都県におい
ても治水・利水の両面において、重要な役割を担った施設である。このため、関係する都県
では、事業主体の国に対し洪水の防御効果の発現と水資源開発の促進に資するために八シ場
ダムの早期完成を要望している。

八シ場ダム建設事業については、平成２１年１月に本体工事を発注したにも関わらず、平成
２１年９月に前原国士交通大臣が建設事業の中止の方向を明言し､入札は直前で取り止めとな
った。その後、２年以上にわたる検証により「建設継続が妥当」との結論を受け、建設継続が
決定された｡平成２５年５月には工事用道路や骨材プラント等の本体関連工事の契約手続きに
入った。

過去、八シ場ダム建設事業においては、平成１３年度に工期を１０年延長し平成２２年度
と変更し、また平成１５年度に事業費を２１１０億円から４６００億円と変更した。平成
１９年度に工期を５年延長し平成２７年度と変更した。

特に、平成１５年度に行われた総事業費の増額変更、平成１９年度に行われた工期延期に
当たっては、国が主張する変更の理由を単に鵜呑みにせず、関係する都県職員の合同チーム
が現場を確認しながら、八シ場ダムエ事事務所職員から変更の説明を受け、妥当性について
調査し確認した経緯がある。

このたび国土交通省関東地方整備局から、７月５日に、現時点における精査中の工程等の
案として、概ね４年延伸する旨等の説明を受けた。
そこで可今回も国の主張する変更の理由を単に鵜呑みにせず都県職員合同チームによる現
地調査・確認を行い、工期の延伸の理由等について、八シ場ダムエ事事務所職員の説明を受
け、確認したものである。

２調査過程

①平成25年６月７日

②平成25年６月１３日

③平成25年６月２１日

国土交通省関東地方整備局「工程について精査中」と説明

国土交通省関東地方整備局に対して質問（第１回）の提示

国土交通省関東地方整備局から質問（第１回）に対する回答、関

係資料の提供、説明

国土交通省関東地方整備局より、現地点における精査中の工程

等の案として、「基本計画に係る工期を４年延期する。ただし総事
業費については変更しない。また、基本計画における洪水調節に
係る内容を変更する」とする案を考えているとの説明。

国土交通省関東地方整備局に対して質問（第２回）の提示

現地調査（工程管理、用地補償、代替地計画、事業全般に関する
確認）

国土交通省関東地方整備局より、

・現地調査追加資料に基づく説明及び確認

・質問（第２回）に対する回答

・洪水調節計画の変更についての説明

④平成25年７月５日

⑤平成25年７月９日

⑥平成25年７月10日

～１１日

⑦平成25年７月１９日
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⑧平成25年７月２３日 国土交通省関東地方整備局に対して質問（第３回）の提示

（洪水調節に係る部分）

国土交通省関東地方整備局から質問（第３回）に対する回答

（洪水調節に係る部分）

⑨平成25年７月２６日

３．現地調査の概要

現地調査にあたっては、八シ場ダムに関係する都県（東京都、埼玉県、群馬県、千葉県、
茨城県、栃木県）職員による合同チームを作り、国土交通省関東地方整備局から説明のあっ

た工程精査内容等について２回の質問を行い、７月１０日～１１日の２日間現地調査を実施
した。

都県合同チームの職員は、八シ場ダムエ事事務所の職員から資料に基づき工事の進捗状況、
代替地整備状況や付替道路、鉄道等の関連工事の進捗状況などを含め、工期の延期理由、妥
当性や総事業費に変更がないことについて説明を受け確認をした。

調査は、都県合同チームの職員を３班に分け、班ごとに目的や役割を踏まえて調査・確認作
業を実施したところである。

現地調査の２日間で提供された資料については、国から説明を受け、現場調査を踏まえ確
認したが、一部の内容について追加説明を受ける必要が生じた。このため、７月１９日に国
土交通省関東地方整備局において、追加資料を基に説明を受け確認したので、７月１０日～
１１日の２日間の現地調査の結果とあわせて報告するものである。

(１）’八シ場ダム建設事業の現地調査の概要

1）日時平成２５年７月１０日（水）～１１日（木）

2）場所国土交通省関東地方整備局八シ場ダムエ事事務所会議室、建設現場等

3）調査項目①工程管理、②用地補償、代替地計画③事業全般

①工程管理

ア）工種ごとの当初計画工程と実績及び今後の計画工程の妥当性
イ）工程が遅れた理由、クリティカルパスとなる工程

ウ）平成２５年度以降の計画工程の妥当性

②用地補償・代替地計画

ア）代替地分譲に関する整備計画とその進捗状況に関する調査

イ）代替地等の事業用地の用地取得状況に関する調査

③事業全般

ア）コスト縮減及び、今後の事業計画の妥当性に関する調査

イ）今後の事業実施箇所の現地状況の確認

ウ）新たな指針に伴う地滑り等の対策工に関する調査

２



4）説明者と確認者

○説明者（八シ場ダムエ事事務所職員）
１）総括説明担当職員

副所長原和利副所長
事業対策官渡辺勇雄広報室長

伊藤和彦

一場敏

ＦpH目’鵬

〔）秘

邪且：員口Ｅ

３

口）説明相当職員

ｎｍｉｉ認者（関係都県）

都県職員合計１９名

班 課名 役職 氏名

①

工程管理

工務第一課分室

調査設計課

課長

課長

高橋健
￣

小平岡Ｉ弘

②用地補償・代替

地計画

用地第一課

事業計画課

課長

課長

尾城靖

塩谷浩

③

事業全般

工務第一課

工務第二課

課長

課長

荒井満

稲木敏行

班 部局名 課 名 役職 氏名

①

工程

管理

東京都都市整備局

東京都水道局

埼玉県企画財政部

群馬県企画部

千葉県県土整備部

茨城県企画部

栃木県県士整備部

広域調整課

施設計画課

土地水政策課

土地・ヌ〈夫繧策室

河川整備課

水・土地計画課

砂防水資源課

課長補佐

係長

主査

副主幹

主査

係長

主査

落合秀光

小林央

吉本峰登

相澤健夫

東山和弥

亀山貴宏

森戸宏司

②
用
地
補
償
・
代
替
地
計

画
東京都建設局

埼玉県企業局

群馬県県土整備部

千葉県総合企画部

茨城県土木部

栃木県県土整備部

計画課

水道企画課

特定ダム対策謀

水政課

河川課ダム砂防室

砂防水資源課

主任

主査

補佐

主査

室長補佐

副主幹

金井康政

山田淳司

本木秀典

大西敬彰

和田幸三

岩崎研司

③

事業

全般

東京都都市整備局

埼玉県企画財政部

埼玉県県士整備部

群馬県県土整備部

茨城県企画部

栃木県県土整備部

広域調整課

土地水政策課

河川砂防課

特定ダム対策謀

水・土地計画課

砂防水資源課

係長

副課長

主任

主幹

主任

課長補佐

青木大輔

齋藤讓
￣

丸山晴行

土井純

滑川雅典

橋本正人



5）調査方法 都県合同チームの職員が３班に分かれ、班ごとに目的や役割に合わせて

八シ場ダムエ事事務所の担当職員から工程管理、用地補償・代替地計画、
事業全般の説明を受け、確認を実施。
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八シ場ダム工事事務所会議室内での調査八シ場ダム建設現場現地確認状況

確認状況（７月１０日・１１日）（７月１１日）

）八シ場ダム建設事業の追加説明、調査確認の概要

１）日時平成２５年７月１９日（金）１３：００～１６：００

平成２５年７月２６日（金）１３：００～１６：００

２）場所国土交通省関東地方整備局会議室

３）調査・検証項目

①工程管理②用地補償、代替地計画③事業全般④洪水調節に係る内容
①~③は現地調査の概要３）調査項目のとおり

④洪水調節に係る内容

調査項目

ア）洪水調節計画を変更する必要性について確認

イ）洪水調節計画の変更内容について確認

(２）

4）説明者と確認者

○説明者

関東地方整備局河川部 河川計画課

河川計画課

河川計画課

吉川課長補佐

神達建設専門官

真庭係長、鳥居係長、高橋専門員

〃
〃

○確認者（関係都県）

①工程管理②用地補償、代替地計画

③事業全般については、現地調査の確認者と同じ

④洪水調節に係る内容については、以下のとおり。

４



役職｜氏名課名部局名班

課長補佐’富澤房雄計画課東京都建設局

辻孝之主幹土地水政策課④|埼玉県企画財政部
野口晴信主幹河川課浜|群馬県

河川整備課麗鬮鰯企画班長｜森川陽一
水政課水資源班長｜古谷野克己
河川課ﾀﾞﾑ砂防室，主任｜堀江義徳一
砂防水資源課｜課長補佐｜橋本正人

水｜千葉県県十鑿備部

調｜千葉県総合企画部

節||茨城県土木部

栃木県県士整備部

計７名

５）調査方法

平成２５年７月９日の質問及び平成２５年７月１０日、１１日の２日間の現地調査時を
踏まえた質問等に対し、国土交通省関東地方整備局の職員から説明を受け確認した。

また、洪水調節計画の変更について説明を受けた。

週一一宮一

－

■

洪水調節の部分の説明、確認状況

（７月２６日）

追加資料、洪水調節の部分の説明、

確認状況（７月１９日）

4．調査結果

（１）工程管理

①.本体関連工事については、現在契約手続きを継続させている工事、入札が成立せず
再調整中である工事があるが、直ちに工程には影響しないことを確認した。

・進捗状況については、資料と現場状況が整合していることを確認した。

・全体の計画工程の妥当性を確認した。

②.全体工程表から検証等に費やした期間４年間が当初計画工程からの遅延の原因とな
っていることを確認した。

・精査中の工程について精査の妥当性を確認した。

③.用地の取得状況、埋蔵文化財調査及び、付替鉄道の進捗状況等を確認して、現段階
で工程に影響を及ぼす要素や可能性が極めて少ないことを確認した。

・今後の工期短縮への取り組みとして、施工業者による技術提案等の期待的要素があ
ることを確認した。

５

班 部局名 課名 役職 氏名

④
洪
水
調
節

東京都建設局

埼玉県企画財政部

群馬県

千葉県県±整備部

千葉県総合企画部

茨城県土木部

栃木県県士整備部

計画課

土地水政策課

河川課

河川整備課

水政課

河川課ダム砂防室

砂防水資源課

課長補佐

主幹

主幹

企画班長

水資源班長

主任

課長補佐

富澤房雄

辻孝之

野口晴信

森川陽一

古谷野克己

堀江義徳

橋本正人



（２）用地補償・代替地計画

①住民の意向調査結果等に基づき，整備範囲の決定，用地取得，工事（粗造成等)，分
譲契約などを進めることとしている代替地整備の基本的な進め方について確認した。

②代替地整備状況としては，平成２５年３月までに，分譲予定世帯の１３４世帯中，
７１世帯が移転済みであり，面積ベースで約Ｓ４ｈａ中，約２６ｈａが造成済み，約
１４ｈａが分譲済みであることについて確認した。

③代替地の整備について,国土交通省では平成１７年度の意向調査に基づきとりまと
めた計画により、整備を進めていることを確認するとともに、代替地用地の未買収地
はあるものの、現時点において、代替地整備が道路をはじめダム本体工事（本体関連
工事含む｡）の施工に影響を及ぼすことはないと考えていること、また、未買収地の
個別の理由を踏まえても、ダム事業完成時期までには､代替地整備を完了できると考
えていることについて確認した。

④未買収地について、代替地・水没地区・付替道路に関する状況ついて、現地で確認
した。

併せて、川原揚地区（打越）における旅館移転状況を確認した。

⑤代替地を含めた未買収地について，ダム本体工事（本体関連工事を含む）の施工に
影響のある箇所はなく、難航箇所について国土交通省が継続して用地取得交渉を進め
ていく方針であることなどについて説明を受け，その状況を確認した。

（３）事業全般

①コスト縮減に対する取り組みについては､総合評価落札方式の運用ガイドラインに
よりダムエ事の入札方式を確認した結果､入札参加者から工事の効率化等に係る技術
提案を受けられることから、コスト縮減につながることも可能性として考えられる。

②工期延期した場合の事務所運営費等の経費について､事務所拡張工事の予定がない
ことや過去５か年間の職員数と予算の推移を確認｡経費の増加要因となる可能性は小
さいことを確認した。

③付替鉄道や付替道路の切り替え手順を図面により確認した｡付替鉄道の残工事につ
いて、現地を視察し、現段階でダム本体工事工程への影響はないことを確認した。

④新たな指針に伴う地滑り対策については､本年度調査の実施状況､今後の調査予定
等を調査したところ、平成２５年度からの調査･解析を踏まえ、必要に応じて設計を
行い、精度を上げていくとの説明を受けた。

⑤新たな指針に伴う地滑り対策のダム検証時の事業費については､その時点で得られ
る技術情報をもとに検討した最大限の範囲を想定し､事業費が試算されていることを
確認した。

（４）洪水調節

①洪水調節計画の変更については、八シ場ダム建設事業の検証に係る検討において、
降雨量等のデータを点検した上で、平成23年９月に日本学術会議の評価を経た流出
計算モデルを用い､河川砂防技術基準等に沿って､効率的に洪水を調節できるように、
八シ場ダムの洪水調節計画を変更しており､その内容を八シ場ダムの建設に関する基
本計画に反映させることを確認した。



②洪水調節計画が変更されることによって､八シ場ダムの治水容量6,500万㎡､放流
設備等に変更がないことを確認した。

③八シ場ダムの効果は､利根川･江戸川河川整備計画の目標流量17,000,3/sに対し、
八斗島地点で約lOOm3/sから約1,820,3/sであることを確認した。

5．調査結果（総括）

現地の状況や関係書類を確認した結果、八シ場ダム建設事業の工期は計画工程として妥
当であり、４か年延びて平成３１年度となることを確認するとともに、洪水調節計画につい
て変更の必要性を確認した。

また、瑚子基本計画の総事業費について変更しなければならない情報は得られていない
ことを確認した。

なお、国土交通省は、今後の施工に当たっては、事業全体におけるコスト縮減により対
応することを基本として総事業費以内での完成を目指して最大限の努力を行うとしている。

７





八シ場ダム建設事業の工期変更等に係る現地調査項目別 覧表

'鐸永変



現地調査項目一覧表

Ｉ工程管理

Ｎｏ． 質問事項 関東地整提供資料 現場確認事項 調査結果

１

用地補償､代替地移転･分譲､付替国
道､県道､ＪＲ､その他関連エ事の残り
の今後の見通し､本体エ事等への影響
はいかがか゜

別紙１(ハツ場ダム建設事
業の進捗状況）
別紙４(利根川水系ハツ場
ダム建設エ事年度別エ事
予定表(比較)(案)<精査
中>）

･平成25年３月末現在の進捗率は､用地取得90％(412ha/456ha)､家屋移転94％(440世帯/470
世帯)、代替地造成(７１世帯移転済み)、付替国道､付替県道92％(20.9km/22.8km)､付替鉄道
90％(9.3km/10.4km)である。
･ダム本体エ事については､仮排水トンネルがＨ２1年７月に既に完成している。
･本体関連エ事については､骨材プラントヤード造成エ事と盛土造成地線改良エ事は契約済みで
ある｡ハツ場ダム本体左岸上部掘削エ事は入札が成立せず再調整中であるが､直ちにエ期には影
響しない。
･進捗状況について､資料と現場状況が整合している。
.主にクリティカルになるエ種の各エ程について根拠を確認した。
･付替鉄道については､本体エ事のエ程に影響を及ぼさないよう円滑な切替に向けて、
の場を持つ等の状況を確認した。
･計画エ程は土木工事積算基準等に基づく標準エ程である。

ＪＲと協議

･現在の進捗状況を確認し､資料と現場が整合している
ことを確認した。
･エ程案どおりに事業が進捗すれば､エ期内に完了する
ことを確認した。

２
本体エ事の完成の遅れが､生活再建事
業に与える影響について伺いたい。

･現時点において､生活再建関連事業は本体エ事と関係なく進めていることについて確認した。
･本体エ事の進捗は生活再建事業に影響がないとの見
解が得られた。

３

ェ期が延長した場合に､その間の治水.
矛１１水の効果の発現が遅れることとなる
が､国としての対応方針を示されたい。

･エ期については平成31年度となるが､国の事業執行は早期完成を目指し､エ期短縮に努めること
について確認した。

･治水･利水の効果発現が遅れ､平成31年度となるが、
早期完成を目指しエ期短縮に努めるとの見解が得られ
た 。

４

基本計画変更後のエ事エ程で､現時点
で未買収用地がエ事エ程に影響する可
能性を示されたい。

別紙４(利根jIl水系ハツ場
ダム建設エ事年度別エ事
予定表(比較)(案)<精査
中>）

･地区別(川原湯､川原畑､林､横壁､長野原)の用地取得状況を確認した。
･現時点で未買収となっている主な理由は､共有地の権利者全員の合意形成に時間を要している
ケース､代替地の分譲を待っているケース､ダム検証で先行きが不透明な状況下では用地交渉が
進められないとしているケース等である。
･現時点でダム本体関連エ事及びダム本体工事に影響のある未買収用地はない。
･その他の事業用地についても､事業完成時期に影響のないよう早期の用地取得に努力するとの
見解を得た.

･未買収地が本体エ事に影響しないこと､用地取得をエ
期内に完了させるよう努力するとの見解が得られた。

５

ハツ場ダム予定地で群馬県教育委員会
が遺跡発掘調査を行っているが､今後
の調査エ程について伺いたい｡また､遺
跡調査がエ事エ程に影響を及ぼす可
能性が無いか見解を(司いたい。

･今後埋蔵文化財調査が必要な箇所は､本体エ事に直接影響する場所に存在しないこと､エ程に
影響しないよう群馬県教育委員会と調整を図る等の状況を確認した。

･埋蔵文化財調査について､エ程に影響がないよう関係
機関と調整していくとの見解が得られた。

６
今後のエ期短縮の取り組みについて伺
いたい。

別紙５(｢湯西川ダム本体建
設エ事｣高度技術提案型
(Ⅲ型)総合評価落札方式
で契約）

･他ダムの事例(湯西川ダム等における巡航RCDエ法の採用)によるエ期短縮例があり､施エ業者
の技術等によってエ期短縮の可能性はある。

･施エ業者の技術等によりエ期を短縮できる可能性があ
ることを確認した。

７
試験湛水のエ程の設定根拠を伺いた
い 。

･試験湛水については､ダム検証の際に､至近２０ヶ年の流量データにより洪水時最高水位(非洪水
期常時満水位)まで貯水位を上昇させた後､最低水位まで下降させるために要する期間を予測した
結果､約６ケ月と確認していることについて確認した。
･エ程への影響は極めて小さいことについて確認した。

･試験湛水について､エ程への影響は極めて小さいとい
う見解が得られた。





Ⅲ事業全般

５

代替地の整備箇所数（宅地数） 亮

却済み件数，未売却件数，移転希望
者数について，伺いたい。また，土
地収用法可能性の有無とエ程への影
響を示されたい。

別紙２（ハツ場ダム事業
進捗状況NC1,2,3）

・１３４世帯中７１世帯が移転済み。面積ペースで３４ｈａ中，２６ｈａが造成済みで１
４ｈａが分譲済み。
.既に用地取得については、面積ベースで９０％の進捗であり，残りの用地についてＩま事
業完成時期に影響ないよう早期の用地取得に努めるとの見解を得た。

･代替地整備面積,移転済み世帯数について確認すると
ともに,国土交通省では,残りの用地については事業完
成時期に影響ないよう早期の用地取得に努めるとの見
解が得られた。

６
代替地のほか事業用地を含めた未買
収地の状況について伺いたい。

･用地買収対象のうち，以下の地区の未買収地の状況について現地等で確認した。

①林地区（中棚：代替地に関する未買収地）
②林地区（東原：代替地に関する未買収地）
③川原湯地区（上湯原
④川原畑地区（川原畑
⑤jIl原湯地区（上湯原

水没地区に関する未買収地）
水没地区に関する未買収地）
道路事業に関する未買収地）

⑥横壁地区（東中村：道路事業に関する未買収地）
このほか川原湯地区（打越）におIﾅる旅館の移転状況を確認した。

･未買収地の状況について確認するとともに、川原
湯地区（打越）における旅館の移転状況を確認し
た 。

･いずれも、残りの用地はダム本体エ事に直接影響
はな〈、共有地の権利者全員の合意形成に時間を要
しているケース、代替地の整備分譲を持っている
ケース、ダム検証で先行きが不透明な状況下では用
地交渉が進められないとしているケース等がある
が、継続して交渉していくことなどの個別の状況に
ついて現地で説明を受け、その状況を確認した。

Ｎｏ． 質問事項 関東地整提供資料 現場確認事項 調査結果

１ 事業費(4,600億円)の内訳について。

別紙８(ハツ場ダム建設事
業総事業費の内訳(案）
(第４回基本計画変更時
点)(精査中)）

･別紙8のとおりの内訳であることを確認した。 ･事業費4600億円の内訳根拠を確認した。

２
今後のコスト縮減に向けた取組を示さ
れたい゜

･前回の本体工事の契約手続きは､国土交通省直轄エ事における総合評価落札方式の運用ガイド
ラインによりダムエ事の入札方式を確認した結果､技術提案型Ａｍ型に該当する｡ただし､今後予
定されている契約手続きについては､発注ロット､契約方式について検討中であるとの見解を得
た ◎

･現在考えられる入札方式によると､入札参ｶﾛ者からエ
事費削減等に係る技術提案を受けられることから､コスト
縮減につながることも可能性として考えられる。

３
エ期延伸した場合を踏まえても､総事業
費が増額とならない根拠を示されたい。

別紙８(ハツ場ダム建設事
業総事業費の内訳(案）
(第４回基本計画変更時
点)(精査中)）

･事務所拡張エ事の予定がないことを確認した。
･過去5か年間の職員数と事業費の推移を確認した。
･事業車両を増ｶﾛする計画がないことを確認した。
･エ事諸費の精査を行ったことを確認した。

･事業費4600億円の内訳根拠を確認した。

４

エ期延伸に伴い､ハツ場ダムの減電補
償費について増ｶﾛすることはないか。

･減電補償に要する経費は､｢公共事業の施行に伴う公共補償基準要綱｣(昭和42年２月21日閣議
決定)等に基づき試算され､事業費に含まれているとの見解を得た。

･ハツ場ダムの開発量､貯水計画や補償の考え方の基本
となる｢公共事業の施行に伴う公共補償基準要綱｣等
は､変更されていないことから事業費の変更要素はない
ことを確認した。
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５
ハツ場ダム検証で示した地すべり等の
対策費用の扱いはどうなったか。

･本年度の地すべり調査の実施状況について確露した。
･ハツ場ダムの検証の際には､新たな指針に基づく地すべり等の対策エの増額等を見込んでいた
が､本年度より実施する地質調査等の結果を踏まえて､必要に応じて設計等を行うこととしているこ
とから､現時点では含まれていないことを確認した。
.いずれにしても､早期完成に向けて取り組むとの方針の下で､事業全体のコスト縮減により対応す
ることを基本として､総事業費以内での完成を目指して最大限の努力をするとの見解が得られた。

･本年度より
を踏まえて、

､地質調査等を実施すること､それらの結果
必要に応じて設計等を行うこととしているこ

とから､現時点では事業費には含まれていないことを確
認した。

６

ダム本体エ事について､コスト縮減技術
委員会などの専門家が施エ計画の確
認をどのように行ったのか伺いたい｡併
せて､施エ計画等の資料等があれば提
出願いたい。

別紙1０（第８回ハツ場ダ
ム･湯西川ダムコスト縮減
技術委員会ハツ場ダムで
の主な縮減効果）

､ハツ場ダム･湯西川ダムコスト縮減技術委員会は､平成１６年７月から平成１９年９月までの間、
ハツ場ダムについて7回審議があったことについて確認した。
また､同委員会資料について確認した。

･ハツ場ダム･湯西川ダムコスト縮減技術委員会の審議
内容について確認した｡また同委員会の資料から専門
家が施エ計画の確認を行っていることについて確認し
た。

７

ダム事業に伴う生態系への影響として
想定されるもの､環境保全対策の具体
的な内容を示すとともに環境保全対策
が今後のエ程に影響する可能性につい
て示して頂きたい。

別紙１１(ハツ場ダム建設事
業の検証に係る検討｢環境
調査の概要｣）

･検証に係る資料をもとに説明を受け､環境保全対策が環境に与える影響を最小限にすること及び
エ事のエ程に及ぼす影響は極めて小さいことを確認した。

･環境保全対策により環境に与える影響を最小限にする
ことを確認した。
.また､環境保全対策がエ事のエ程に及ぼす影響は極
めて小さいことを確認した。

８

任意の一定期間内におIﾅるダム対策委
員会等との意見交換や会議など地元の
意向で代替地の整備を進めていること
を可能であれば数値で示されたい。

地元議会や地元説明会等の出席等は､過去5年間の実績として､年平均１２５回程度であることに
ついて確認した。

･ダム対策委員会等との意見交換や会蟻など地元の意
向で代替地の整備を進めていることについて実績を確認
し､逐次説明会等を開催していることを確認した。

９
鉄道及び道路の切り替え手|煩を図示し
て頂きたい。

別紙１２(ＪＲ吾妻線､国道
145号の供用状況イメージ
(本体関連エ事施エ時）
他）

･図面を提示され説明を受けた。

･付替国道は供用済みであることを確認した。
･付替鉄道は本体エ事のエ程に影響を及ぼさないよう円
滑な切替に向けて､ＪＲと協議の場を持つ等の状況を確
認した。

Ｎｏ． 質問事項 関東地整提供資料 現場確認事項 ゛■
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調査結果

１
ハツ場ダムの洪水調計画を見直す理
由､内容を示されたい。

別冊(ハツ場ダムの洪水調
節について）

ハツ場ダム建設事業の検証等において､効率的に洪水を調節できるように､ハツ場ダムの洪水調
節計画を変更しており､その内容をハツ場ダムの建設に関する基本計画に反映させることを確認し
た 。

■･ずり!7

洪水調節について､ハツ場ダムの建設される地点において､｢計画高水流量3,900,3/sのうち
2,400,3/sの洪水調節を行う｣から､｢計画高水流量3,000,3/sのうち2,800,3/sの洪水調節を行う」
に変更することを確認した.

･洪水調節計画の変更理由､変更に至った経緯について
確認した。

･洪水調節計画の変更内容について確認した。
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２

八斗島地点の基本高水のピーク流量2
2,000,3／sは変わらないのに､何
故､ハツ場ダム地点の計画高水流量が
変わるのか。

別冊(ハツ場ダムの洪水調
節について）

ハツ場ダム建設事業の検証に係る検討において､降雨量等のデータを点検した上で､平成23年9月
に日本学術会議の評価を経た流出計算モデルを用い､河川砂防技術基準等に沿って検討した結
巣であることを確認した。

･ハツ場ダム地点の計画高水流量について河川砂防技
術基準等に沿って検討されていることを確認した。

３

今回の洪水調節計画の変更は､利根
川･江戸川河１１|整備計画見合いとして
いるのか。

洪水調節計画の変更は､八斗島地点1/200年超過確率流量に対応したものであることを確認した。 ･洪水調節計画の変更が､利根川水系河川整備基本方
針規模に対応していることを確認した。

４

洪水調節計画の見直しに伴い､放流量
が減量となっているが､放流設備も晃直
しとなるのか。

－－LE

-・矛三・、

「

洪水調節計画は変更になるが､放流設備の設計の基となる最大放流量に変更はないため見直し
は行わないことを確認した。

･洪水調節計画の見直しに伴う放流設備の見直しは行わ
ないことを確認した。

５

計画高水流量が変わるのに､なぜ､現
行基本計画の治水容量6500万ｍ3は
変わらないのか。

別冊(ハツ場ダムの洪水調
節について）

ハツ場ダム建設事業の検証等においては､ハツ場ダム地点の計画高水流量も考慮しつつ､ハツ場
ダムの洪水調節容量6,500万m3を前提として､効率的に洪水調節できるようにハツ場ダムの洪水調
節計画を見直ししており､変更後のハツ場ダム基本計画においても､洪水調節容量は6,500万m3が
必要であることを確認した。

･洪水調節計画の変更に際し、
量6500万ｍ3は変わらないこ

現行基本計画の治水容
とについて確認した。

６

今回の基本計画変更により､八斗島地
点でのハツ場ダムの効果量はどのよう
になるのか。

河川整備計画における八斗島地点目標流量17,000,3/sに対する効果量は､八斗島地点で約
100,3/sから約1,800,3/sであることを確麗した。

･洪水調節計画の変更後の八斗島地点でのハツ場ダム
の効果量について確認した。



輯ﾀﾞﾑ建設事業の進I蕊M犬況
別紙１

ハツ

(平成25年３月末時点）

壬
Ｈ１ａ６長野原町補償基準妥結
Ｈ１０１１吾妻町補償基準妥結

H17.9代替地分譲基準妥結

地権者との用地補償等に係る基準は全て妥結補償基準他

用地取得
90%(412ha）90%(412ha）

(456ha）

家屋移転 94%(440世帯）94%(440世帯）
(470世帯）

－１-－＿ﾛ1－11■￣-－--戸国一一■■-－￣■－－＝I■■￣￣－－■■-－￣デー＝￣＝＝■＝－－－－￣■■＝￣￣＝￣￣－－－－＝■■■■■■■￣￣-－－－--＝￣-－￣.■■-----－－－￣￣￣

5地区で整備中（うち移転済７１世帯）代替地造成
■I-ⅡⅡ■ﾛＩ■1－－￣Ⅱ■■■■■■－－￣･■■■■－コ－－■■■■面一一一一一一■■－－■■＝＝－－￣￣--■■－－■■--￣￣－－－－-－￣￣■■--￣＝－－￣￣－－－－￣￣￣￣－－－－＝￣￣￣￣￣￣￣--■

※１※１
付替鉄道

90%(9.3kｍ）90%(9.3kｍ）
(104kｍ）

※２※２
付替国道､付替県道

92%(20.9kｍ）92%(20.9kｍ）
(22.8kｍ）

仮排水トンネル

（H21.7完成）

仮排水ﾄンネル 作業ヤード造成､骨材プ
ラントヤード造成､エ事用
道路､仮締切等

作業ヤード造成､骨材プ
試験湛水

ｑ
Ｑ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設lI-LB旧Ｔ言四F基礎掘削ダム

ﾄｰﾀﾞムﾄｰ付替ｴ事－－用地取得 ﾄー 代替地

※１付替鉄道の付替延長に対して､軌道が完成している延長の割合を示す。（契約ベースでは100%(10.4km)着手済）

※２付替国県道の付替延長に対して､供用(暫定供用含む)を開始している延長の割合を示す。（契約ベースでは98%(22.3km)着手済）

願FUF1FMn蕊3
ハツ 兄

補償基準他

H13o6長野原町補償基準妥結
H16.11吾妻町補償基準妥結
H17.9代替地分譲基準妥結

－地権者との用地補償等に係る基準は全て妥結

用地取得

(456ha） -90%(412ha）

家屋移転

(470世帯）
94%(440世帯）

代替地造成

ご＝■■■I■■－－－－－－－－－＝－１■■－－－－－－－－＝￣－－－－－－－－－－＝－－－－－－－￣----＝＝－－１■■－－－－－＝￣＝－－－－■－－－－－－－－－１■■－－－－－－－－－－－－－１■■－－－－１■■－－－－－－－頁

５地区で整備中（うち移転済７１世帯）
■￣-－－－１■■＝－－-1■■－－－１■■－－－－－－－－－１■■－－－－‐－－■■￣￣－－－－－－－－－戸一一一一一一＝￣■■■－－－－－.■■￣－－１■■l■■－－－－－－－＝－－＝-－－－－＝－１■■－－＝－－－■■－－－－－－－－－■■－－０

付替鉄道

(10.4kｍ）
９０%(9.3ｋ

32Jと１

ｍ）

付替国道津付替県道

(22.8kｍ）

男SeZ

９２%(20.9km）

ダム
仮排水ﾄンネル
(Ｈ，１７E宗成） 卜 試験湛水ｺﾝｸﾘｰﾄ打設基礎掘肖リ

作業ヤード造成､骨材プ
ラントヤード造成､エ事用
道路､仮締切等



事議の進捗状況(本体関饒）
③転流エ(仮排水トンネル(呑口))’ ④転流エ(仮排水トンネル(吐ロ)）２ダムサイト(堤体エ等｜①作業ﾔｰﾄﾞ造成(左岸）

□＝二
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匹
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事藩の進捗状況(貯水池議岸）
印】

①貯水池護岸(井桁ブロック） ②貯水池護岸(護岸擁壁） ④貯水池護岸(流路ｴ)Ｉ
樺

－
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守
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事議の進捗状況(付替鉄鎭）
①長野原草津ロ路盤 ②第三吾妻橋梁 ③第二吾妻橋梁
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》
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事 ⑥進捗状況(付替国道､;県道業 替況（ ）

③国道145号茂四郎ﾄンネル1県道林長野原"泉白砂１１編 ④国道145号上ﾉ平地区(迂回中）

」
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事竈の進捗状況(代替地閣連篭の進 犬 ） 一Ｊ（』鏑一・》一一一一一 】
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①長野原①長野原町立第一小学校 ②林地区代替地(楡木地区） ④川原畑代替地(三平地区）霧 一
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雪Ｌ
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ハツ場ダムエ事務所
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別紙２
ハツ場ダム事業進捗状況No.１

【ダム事業進捗率】
半、ﾋｴﾛヰｄ月末鞍u廷

実施済事業費造制し率ダム建設事業費

30555億円７７３％

３７０７億円８０６％

３８２４億円８３１％

３９２２億円×１８５３％

半成25年３月末巍モ

実施済エ享受エ享受+補償エ事費 進捗率

1,566億円×２７０２％

1,636億円７３３％

１７０６億円７６４％

１７６８億円×１７９２％璽胖

￥后

※２平成22年度末は代替地整備費を含まない精算額を計上｡平成23年度末(予定額)以降は当初配分額を計上。

【用地取得状況】

認醗※,
用地 ４４１ｈａ ３９７ｈａ ９０１％

４２２世帯 95.5％

３１８ｈａ

96.2％

用地 ｌ５ｈａ ｌ５ｈａ 98.7％

97.9％

用地４５６ｈａ ４１２ｈａ 90.4％

償４７０世 ４５０世95.7％

【代替地分譲状況】
OL同 園子

川原畑地区１８世帯

川原湯地区３９’’

横壁地区１６’’

林地区２２’’

長野原地区３９１１

５地区合計１３４’’

【基幹施設進捗状況】

施エ中区間
※７

小計
※4～７

その他
※８ 、

脇
師
既
肺
叫
、
跣
、
肌
、
肌
、
剛
、
川

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
２
６
５

０
０
０
０
０
０
４
１
０

０
０
０
０
０
０
０
０

0.55kｍ

２２％

その他
※７

９７５kｍ ９３２kｍ

93.8％ ８９７ﾛロ

０００kｍ

００％

※４完成(供用)区間とは､エ事がすべて完了している区間を示す。
※５暫定供用区間とは､残エ事はあるが､供用開始を行っている区間を示す。
※６概成区間とは､舗装残し程度､軌道未設置などで概ねの道路(鉄道)形態が完成している区間を示す。
※７施エ中区間には､概成までのエ事発注済み区間も含む。
※８その他は､－部発注しているが概成までのエ事の未発注及び未発注区間が該当。
※９県道林岩下線の県施エ区間は水特法単独区間である。

承ｕ半lUZZOｴFb月１５口輯a征

エEeワ目毎回■圭軍左

(エ事進捗率） 亟円ｅワ貝些且白圭電玄

;550コＦ､肥乙0千。月Ｉロロ写BT土

刀ＢＮＧＪ■、万四１Ｊ■ｐ賂ＵＦ~革'二、１WW亜ョＥＩＦ】が｢､アリ｣1＋承ピdＤＣｏ

弓万■ｅ①Ｆ＝⑤ロー毛一Ｆ

亟巨サワ目毎勺日＝垣を

弓万■骨①反４Ｆ⑤ロー軍記Ｅ

別紙２

事業名 全体延長
完成(供用）
区間※３

概成区間
※５ |うちqUl猶譲活済区､、

施エ中区間
※６

小計
※3～６

その他
※７

付替鉄道(JR吾妻線）
10.39kｍ

区画進捗

0.00kｍ

0.0％

9.75kｍ

93.8％

9.32kｍ

89.7％

0.64kｍ

6.2％

10.39kｍ

100.0％

0.00kｍ

0.0％

ダム建設事業費 年度事業圏 実施済事業費 進捗率
平成22年度末

平成23年度末(予定額）

平成24年度末(予定額）

平成25年度末(予定額）

4,600億円

150.74億 円

152.72億円

116.78億円

97.52億円※１

3,555億円

3.707億円

3,824億円

3,922億円※１

77.3％

80.6％

83.1％

85.3％

エ事費+補償エ事費 年度エ事費 実施済エ事費 進捗率
平成22年度末 ●

平成23年度末(予定額）

平成24年度末(予定額）

平成25年度末(予定額）

2,232億円

７８億円※２

７０億円

７０億円

６２億円※１

1,566億円※２

1,636億円

1,706億円

1,768億円※１

70.2％

73.3％

76.4％

79.2％

全体面積及び戸数 取得面積
及び戸数

※３ 進捗率 備考

長野原町

水没地
の

状況

戸一一
用地

補償

用地

補償

￣￣￣雪

441ｈａ

422世帯

318ｈａ

340世帯

Ｆ－－－

397ｈａ

403世帯

327世帯

￣￣

90.1％

95.5％

96.2％

用地4Jllhaに国有林が含まれる。買収395haには打越地区の国有林買収が含まれる

町内移転済み １４５世帯 (内代督地７１世帯）

町外移転済み 248世帯

町内移転済み １０２世W『 (内代替地４４世帯）
町外移転済み 217世帯

東吾妻町
用地

補償

１５ｈａ

４８世帯

１５ｈａ

４７世帯

98.7％

97.9％
町内移転済み ４３世帯

町外移転済み ４世帯

全体
月

稲
地

償
456ｈａ

470世帯

４１２ｈａ

450世帯

90.4％

95.7％

地区名 分纏予定世帯数 移転済世帯数 分醸手続き開始

川原畑地区 １８世帯 １５世帯 平成19年6月

川原湯地区 ３９〃 １７〃 平成20年3月
横壁地区 １６〃 ９〃 平成19年12月

林地区 ２２〃 ７〃 平成19年8月

長野原地区 ３９〃 ２３〃 平成１９年6日
￣三一￣
5地匹台汀「

￣－－￣￣￣

１３４〃 ７１〃
－－－＝＝二二－－

事業名 全体延長
完成(供用）
区間※４

暫定供用区間
※５

概成区間
※６

施工中区間
※７

小計
※4～７

その他
※８

国道145号

国施エ区間

|県施エ区間

10.84kｍ

区間進捗
6.57kｍ

区間進捗
4.28kｍ

区間進捗

8.56kｍ

79.0％

4.84kｍ

73.8％

3.72kｍ

86.9％

2.28kｍ

21.0％

1.72kｍ

26.2％

0.56kｍ

13.1％

0.00kｍ

０．０％

0.00kｍ

００％

0.00kｍ

0.0％

0.00kｍ

0.0％

0.00kｍ

0.0％

0.00kｍ

0.0％

10.84kｍ

100.0％

6.57kｍ

100.0％

4.28kｍ

100.0％

0.00kｍ

0.0％

０．００kｍ

０．０％

0.00kｍ

０．０％

県道林岩下線

|團施エ区間

県施エ区間※９

8.54kｍ

区間進捗
6.94kｍ

区間進捗
1.60kｍ

区間進捗

6.67kｍ

78.0％

5.07kｍ

73.0％

1.60kｍ

100.0％

1.48kｍ

17.3％

1.48kｍ

21.3％

0.00kｍ

０．０％

0.00kｍ

0.0％

0.00kｍ

0.0％

0.00kｍ

0.0％

0.39kｍ

4.6％

0.39kｍ

5.7％

0.00kｍ

0.0％

8.54kｍ

100.0％

6.94kｍ

100.0％

1.60kｍ

100.0％

０．００kｍ

0.0％

0.00kｍ

０．０％

０．００kｍ

０．０％

県道林長野原線
3.89kｍ

区間進捗

3.30kｍ

84.8％

0.00kｍ

0.0％

0.10kｍ

2.6％

0.00kｍ

0.0％

3.40kｍ

87.4％

0.49kｍ

12.6％

県道川原畑大戸線
1.15kｍ

区画進捗

0.20kｍ

17.6％

0.00kｍ

0.0％

0.34kｍ

29.9％

0.54kｍ

47.4％

1.09kｍ

94.9％

0.06kｍ

5.1％

国道･県道合計
24.41ｋｍ

区画進捗

18.72kｍ

76.7％

3.76kｍ

15.4％

0.45kｍ

1.8％

0.94kｍ

3.8％

23.87kｍ

97.8％

0.55kｍ

2.2％



ハツ場ダム事業進捗状況ＮＯ２

【代替地分譲面積状況】

(平成25年３月末現在）

川原畑地区

川原揚地区

横壁地区

林地区

長野原地区

５地区合計

※１整備予定面積は､国が平成17年度に実施した｢ハツ場ダム建設事業に係る補足意向調査｣で確認した宅地等の希望面
積の他に､水特事業等による公共施設等の分譲予定面積を含むもので､今後の分譲希望者の意向等によって変わり得る。

※２分譲済面積とは､一般家屋等の分譲地の売り払いが完了した面積である。
※３四捨五入の関係で､合計と一致しない場合がある。

【生活再建対策関連進捗率】

平成２３年度まで 平成24年度平成２４年度まで平成25年度平成２４年度まで

※１金額については､概算額であり､事業の進捗により変わりうるものである。
※２「ハツ場ダム建設事業｣の生活再建対策の金額について

・生活再建対策の金額は､用地費及び補償費､補償工事費の合計額に､必要な測量設計費や工事諸費などの
共通的な経費を加えて算出。

・平成23年度までは､22年度までの代替地整備費を含まない精算額と23年度の当初配分額を足した額を計上。
・平成24年度は当初配分額を計上。
・平成24年度までは､23年度までと24年度を足した額を計上。
・平成25年度は､当初配分額から本体工事の準備に必要な関連工事等の予算額を除いた額を計上。
・平成26年度以降の金額は､全体から24年度までと25年度を除いた金額を計上。

※３平成24年度の水特事業､基金事業の金額は精算額､平成25年度は当初予算額。
※４四捨五入の関係で､合計が合わないものがある。

【事業費】（出佶.佶口，

【事業数】 '五万■ｅっ臣令Ｆロローーヨ左１

地区名 整備予定面積※］
(平成１７年度時点） 分譲済面積※２

川原畑地区 約６２ｈａ 約２．９ｈａ

川原湯地区 約９．９ｈａ 約３．８ｈａ

横壁地区 約３．４ｈａ 約１．１ｈａ

林地区 約７．７ｈａ 約１９ｈａ

長野原地区 約７.Ｏｈａ 約４．６ｈａ

5地区合計 約３４．２ｈａ 約１４．４ｈａ

全体 平成23年度まで 平成24年度 平成24年度まで 平成25年度 平成26年度以降

ハツ場ダム建設事業
(うち生活再建対策)※２

3,275 2,887

(88%）

1１７ 3,004

(92%）

8０ 1９２

水源地域整備計画に基づく事業
997 642

(64%）

2２ 664

(67%）

5５ 278

利根川･荒川水源地域対策基金事業
※３

￣

5５ ９ 6４ 1６

合計 4,272 3,585 1４８ 3,733 1５０ 470

完了事業 継続事業 未着手 計

水源地域整備計画に基づく事業 2１ 3０ 1１ 6２

利根川･荒川水源地域対策基金事業 ９ 1６ ￣ ■■U■■■



ハツ湯ダム事業進捗状況Ｎｏｓ

【代替地造成面積状況】

※１整備予定面積は､国が平成17年度に実施した｢ハツ場ダム建設事業に係る補足意向調:
確認した宅地等の希望面積の他に､水特事業等による公共施設等の分譲予定面積を省
ので､今後の分譲希望者の意向等によって変わり得る。

※２造成済面積とは､造成が概ね完了し､区画調整後に移転可能な状態の面積である。

;査｣で
含むも

※２造成済面積とは､造成が概ね完了し､区画調整後Ｉ

※３四捨五入の関係で､合計と一致しない場合がある。

平成,s生月ロ圭霜存

地区名 整備予定面積
※１

(平成17年度時点） 造成済面積
※２

川原畑地区 約６．２ｈａ 約５．１ｈａ

川原湯地区 約９．９ｈａ 約８．７ｈａ

横壁地区 約３．４ｈａ 約２．３ｈａ

林地区 約７．７ｈａ 約ａ９ｈａ

長野原地区 約７.Ｏｈａ 約６．３ｈａ

5地区合計 約３４．２ｈａ 約２６．３ｈａ



場ダム）【参考資料】別紙３ 平成24年慰までのｺｽﾄ評価結果ご(ﾂ場結

、／

約２１．４億円①コスト＄平成24年度迄の本協議会のコスト評価結果やダム検証に伴う総事業費の点検結果により、
まれる予定です。

⑪今後も継続してコスト縮減に取り組みます。
ノ、

コスト管理等協議会報告額は

点検に反映

Ｗ

Ｉ

(単位2百万円）Ｉ ＩＩＩｌⅢＩ’

現在までの状況

Ｉ＋Ⅱ＋Ⅲ

平成24年度平成22年度

平成23年度

Fﾐﾄ懸蕊…］

ダム検証における

「総事業費｣の

点検結果

平成21年度平成20年度平成19年度平成16年度
～

平成18年度 小計項目

|…蕊…Ｉ
､

ノ

'

ﾄ舌理等壇璽全

趨告
コスト舌】理等憾駁会

紐告

-2,392-５－１１６-2,271-21,047①コスト縮減要素

-1,030－５-１１６－９０９－９０９－５７３ -322-14-1,521イ．うちコストＴ理等協Ｐｂ会報告鯵イ．うちコストＴ理等協Ｐｂ会報告鯵

-1,297ロﾛ．うち菓務執行上の結果
（コスト■理導協鱒会卸告璽）

ﾛ．うち菓務執行上の結果
（コスト■理導協鱒会卸告璽）

ロ-1,297-1,297ロロ-1,297－２，１７１

2,0533０1２６1,89719,250②コスト増加要素

1,3753０1,219 1２６1,2194276551３７1,242ハ．うち=スト筍;理等鶴獅会報告憾ハ．うち=スト筍;理等鶴獅会報告憾

-1,797-1,797

《』

③不足の事態への備え １
０

251牌
Ｉ籍-1,797 -2,1361３６1０-2,171合計（①＋②＋③）

2５ -9531０ｺｽﾄ管理等鱒醗会報告額築貯

(イ十口＋ハ）
-988－９８８1０５-1,175 8２-2,450

Ｆ１

ダム検証'二おlﾅる｢総事業費点検｣の
結果､生じた金額

Ｌ 」

第３回基本計画変更時に

不足の事態への備えとして留保

ｒ
Ｌ ダム検証における｢総事業貝

結果.生じた金額

魁事業受点検｣の
た金額

※端数処理(四捨五入)のため合計が一致しないものがある。



<ﾄ評価結果■Ｗ場ダム）

現行計画の点検ｉ平霞欝度!4,600億円

ム）【参考資料】価結果６．Ｗ場平成24年l竃までのｺスト ）年 （ス４
■

第２欝露画！
平成24年度

コスト管理
第３回変更計画

4,600億円
！

．’（約18億円の不測の事態に備える額を含む）Ｉ（約22億円の不測の事態に備える額を含む）Ｉ！
■■向■■■矼■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■臣■■■■■杠■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■百■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■F■■■凶■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ｐ■■■■■■■■■■戸､■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

一
・
１
口
ｉ

」
蕊
引i－Ｉ 総事業費の精査結果 日

一
■
且
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｎ
■
■
■
Ⅲ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

！

ｺｽﾄ縮減要素

▲210億円

①ｺｽﾄ縮減の
取り組み等

（▲210億円）

コスト増額要素
十192億円

①自然条件に対する

設計･施エ計画変更

（+100億円）

②環境対策等の
社会的要請

（+35億円）

③生活再建対策の
見直しによる対応

（+48億円）

④エ期延長による
要因

（+9億円）

■
』
日
ロ
■総事業費の点検結果のｉ
国
巴
■
｜
‐
」
■
’
一
■
ロ
・
’
○
■
可
Ｉ
。
｜
■
。
且
Ｉ
ヨ
’
１
１

ｺｽﾄ縮減要素

▲41億円
①自然条件等に
対する設計｡施エ
計画変更

（▲14億円）

②ｺｽﾄ縮減の
取り組み等

（H19以降）
（▲9億円）

ｺｽﾄ増額要素

十19億円
①物価の変化
（Ｈ１9以降）

（+19億円）

■
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③不測の事態の備え
（Ｈ１9年度計上）

（▲18億円）

百

。

’
一
■
［
｜
■
｜
‐
‐
‐
‐
叩

うちＨ19～Ｈ２１

コスト協議会

の報告額

（+12億円）

うちＨ19～Ｈ２１

コスト協蟻会

の報告額

（▲22億円）

うちＨ16～Ｈ１８

コスト協蕊会

の報告額

（▲37億円）

うちＨ16～Ｈ１８

コスト協議会

の報告額

（+12億円） 4,600億円
億円
縮減

＜’
■－－－４露h-－－－

▲21画4億円

コスト縮減
▲22億円

ｺｽﾄ縮減

Ｊ

一一一一》
ｌ
ｐ
ｉ
口
！

－』
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Ｌ」

・コスト増額。

’＋0.1億円M

1{賎､H鰯ｉ

コスト増額
+0.25億円

総事業費
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別紙４

利根川水系ハツ鰯ダム建設エ事年度別エ事予定表（比較）【案】＜繍査中＞

凡例：前回（第３回変更）

：今回（第４回室煎）
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工事名:湯西川ダム本体建設エ事

落札者:鹿島･清水特定建設エ事共同企業体

落札金額:28,100,000,000円(税抜き）

施エ場所:栃木県日光市西川地先

ダム形式:重力式コンクリートダム(Ｖ＝約100万ｍ3）

エ期:平成24年３月２５日まで
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総合評（ の慨西 要

①施工日数の短縮:９６日短縮-10点／１０点 ＿’
②施エ日数の短縮に係わる具体的な施エ計画:一8点／１ 亘國
主な提案内容

○コンクリート製造および打設設備の能力増強による日当たり打設量の増加
Ｏ養生方法のエ夫による冬季打設期間の増加

③ダムコンクリートの品質確保対策:－１２点／１５点 _’
主な提案内容

Ｏ採取岩の直接採取･運搬による廃棄岩の混入防止
Ｏ試験施エによる十分な品質の確保

Ｏ骨材製造設備のエ夫による品質の確保

④ｴ事全般の施工計画－１２点／１５点 ＿’
主な提案内容

Ｏ仮設備のエ夫による省スペース化

技術提案の内容(イメージ写盲
、

真）
縮］施エ日数の短

鵜
蕊尊迭蝋吟再::｡．

数の増加’大型テントの冬期養生による施エ日

覺鑪品質確保対

主な提案内容

…-…………聰…二二二二］○養生方法のエ夫1こよる冬季打設期間の増ｶロ

｜主な提案内容

’○採取岩の直接採取･運搬による廃棄岩の混入防止
○試験施エによる十分な品質の確保

Ｏ骨材製造設備のエ夫による品質の確保

煙ｴ事全…ｴ計産一ｺ

①施エ日数の短縮:９６日短縮→１０点／１０点

骨材貯蔵ピンおよび調整ビンの底版の排水勾配を
確保し､骨材の表面水率を低減

(二)施エ日数の短縮に係わる具体的な施エ計画:→８点／１０室

③ダムコンクリートの品質確保対策:→１２点／１５点

Ｏ仮設備のエ夫による省スペース化



技術提案（工期短縮)による試験湛
早期開始について

る 水の
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１ |’別紙６
鰯聖年１月公告｢八ｿ塲夛云司に体建設工事｣入札説明書房５耀鬮

別紙－１ｏ制約条件

項目 種別
制約条件

エ程 エ程制限
ダム本体掘削の右岸天端以上については、ハツ場ダム右岸エ

(基礎掘削エ）
事用道路のエ事が完成後（平成２２年７月迄を予定）に掘削を開
始する。

[」

ダム本体掘削の左岸天端以上については、本エ事契約後、測

註等の準備エが完了した後に掘削を開始する。

ダム本体掘削の左岸天端以下については、平成２３年４月１日以
降に掘削を開始する。

エ程管理
ダム本体のコンクリート打設については、試験施エ及び岩盤

(コンクリート打設） 検査確認後に打設を開始する。

エ程制限
基礎処理エの完了日から堤内仮排水路閉塞エの着エまで２０

(基礎処理エ、堤内閉塞エ） 日間を見込むものとする。

騒音規制
原石山掘削及び骨材製造設備施エ箇所である大柏木地区は、

第２種の規制区域である。本体基礎掘削及び原石山掘削並びに骨

材製造の作業は昼間施エとし、規制値は８５ｄＢで、連続施エは６

日間以内である。（別図－１参照）

振動規制
原石山掘削及び骨材製造設備施エ箇所である大柏木地区は、

第２種の規制区域である。本体基礎掘削及び原石山掘削並びに骨

材製造の作業は昼間施エとし、規制値は７５ｄＢで、連続は６日間

以内である。（別図－１参照）

4７

国蔬司

項目 種別
制約条件

エ程帝

(基礎

エ程管

(コン

エ程制

(基礎

騒音親

限

ilI削エ）

理

クリート打設）

匹理エ、堤内閉塞エ）

別

ダム本体掘削の右岸夫端以上については、ハツ場ダム右岸ェ

事用道路のエ事が完成後（平成22年７月迄を予定）に掘削を開
始する。

ダム本体掘削の左岸天端以上については、本エ事契約後、測

量等の準備エが完了した後に掘削を開始する。

ダム本体掘削の左岸天端以下については、平成23年４月１日以
降に掘削を開始する。

ダム本体のコンクリート打設については、試験施エ及び岩盤

検査確認後に打設を開始する。

基礎処理エの完了日から堤内仮排水路閉塞エの着エまで２ｏ

日間を見込むものとする。

原石山掘削及び骨材製造設備施エ箇所である大柏木地区は、

第２種の規制区域である。本体基礎掘削及び原石山掘削並びに骨

材製造の作業は昼間施エとし、規制値は８５ｄＢで、連続施エは６

日間以内である。（別図－１参照）

振動親Ｉ
原石山掘削及び骨材製造設備施エ箇所である大柏木地区は、

第２種の規制区域である。本体基礎掘削及び原石山掘削並びに骨

材製造の作業は昼間施エとし、規制値は７５ｄＢで、連続は６日間
以内である。（別図－１参照）



別紙－１０制約条件

項目 種別 制約条件

エ程 (ダム土エ及び土石運搬）作業時間および作業日

ダムエエ（発破作業）及び土石運搬（※１）の作業時間帯は、７

時～１８時までとする。

i原石採取、骨材採取及び骨材運搬)

原石採取、骨材製造及びに骨材運搬（※２）の稼働日は、騒音、

振動規制より６日連続を最大とする。

二れらに関する作業時間帯は、７時～１８時まで（準備。後片付

ば作業時間帯の前後１時間に行うことができるものとする）。とす

る。

【コンクリートエ及びグラウチングエリ

コンクリートエ及びグラウチングエ等（上記※１，※２以外の堤

体エに関する作業）の作業時間帯は、２４時間とする。

なお、全エ種において休日は労働基準法第３５条（休日）を

遵守するものとする。

4８

項目 種別 制約条件

工程 作業時鼎lおよび作業日 [ダム土エ及び土石運搬】

ダム土エ（発破作業）及び土石運搬（※１）の作業時間帯は、７

時～１８時までとする。

【原石採取、骨材採取及び骨材運搬】

原石採取、骨材製造及びに骨材運搬（※２）の稼働日は、騒音、

振動規制より６日連続を最大とする。

これらに関する作業時間帯は、７時～１８時まで（準備・後片付

は作業時間帯の前後１時間に行うことができるものとする）。とす

る、

[コンクリートエ及びグラウチングエ】

コンクリートエ及びグラウチングエ等（上記※１，※２以外の堤

体エに関する作業）の作業時間帯は、２４時間とする。

なお、全エ種において休日Iま労働基準法第３５条（休日）を

遵守するものとする。
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6－１－１

６施エ方法の選定 3）コンクリートエ

コンクリート堤体工に適用する。

(1)公休日等による不稼働日

公休日等による不稼働日の算定は次の条件で設定する。

・公休日：４週間あたり６日間を公休日として確保する。

ただし,降雨による不稼働日を公休日として振り替えることができる｡これは,最

近のダムの実態を反映したもので,４週６休降両日休日振り替えといわれるもので

ある。

・祝祭日： 法令に基づく祝祭日とする。

・夏期,年末年始休暇：８月に３日間

１２/29～1/３

・月間定期整備日：月に１日

(2)降雨規制による不稼働日

①RCDコンクリート：２ｍｍ/ｈ以上,または１０ｍｍ/日以上となる日の１/２

②有スランプコンクリート：４ｍｍ/ｈ以上,または２０ｍｍ/日以上となる日の１/２

(3)気温規制による不稼働日

①冬期：日平均気温4℃以下の1/２

②夏期：日平均気温２５℃以上の1/２

(4)洪水による影響日数

堤外仮排水路および堤内仮排水路を設けているので影響はないとする。

(5)冬期休エ期間

日平均気温がほぼ４℃以下となる１２/16～3/１５の３ヶ月間を冬期休工とする。

(6)重複日数

重複日数は,４週８体の場合，（降雨制限日十気温制限日)の１/３となっている。

しかし,ここでは４週６体降雨日休日振り替えとしていること,また同様の条件で行っている他ダ

ムでの事例を参考に，（降雨制限日十気温制限日)の１/4を重複日数とする。

6.1施エ可能日数の算定

水文,気象資料等より施工可能日数を算定するとともに，日稼働時間を決定する。

6.1.1気象データの整理

施工可能日数に使用する気象データは,表－６．１．１に示す八シ場総合観測所の気象データを使

用した。

表－６－１．１施工可能日数算定に用いたデータ

測定期間観測所種別

1994年１月～2006年12月

(平成6年１月～平成18年12月）
八シ場総合観測所

1）気温

八ｼ場総合観測所気象データ(Ｈ６～Ｈ18)１３年間の気温データより,年間の気温変化を図一

６１．１に示す。

最高気温IHB～H18I
最低気温(H6～H181

o平均気劃H6～H18l
=一最高気温(13年平均）
－艮低気温(13年平均）

iml

4０ －平均気沮【13年平均)

‐－－ｂ←Ｉ心凹

↓＿０
０

０

３
２

１

外
気
温
（
℃
）

』市日25℃ ■

[Ｉ

-10

H1

1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月
月

図－６．１．１ダムサイトの気温変化（八シ場総合観洞Ｉ所Ｈ６～Ｈ１８：１３年間）

Bii7mF7-］

種別 観測所 測定期間

降雨

温
ハツ場総合観測所

1994年１月～2006年12月

(平成6年１月～平成18年12月）
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「F厩百可別紙８

八ツ場ダム建設事業総事業費の内訳（案）
（第４回基本計画変更時点）

＜精査中＞

注２：実施状況は平成25年３月末時点の集計値であり、今後精算等により変更があり得る。
注３：事業費、平成24年度迄実施見込み額及び平成25年度以降額には代替地整備費は含まない。
注４：（）は、代替地整備費を含む平成24年度迄の実施見込み額である。

注5週薦l雛制繍|灘蝋駿凡爾悶瀞蝿i誰tR鰯鰯辮左､ｊＬ欝P噸嬰騒寧費(約10,972百万円)は､対策工を必要とする可能性がある地区について､検討時点で得られている技術情報をもとに検討した最大限の地すべり等の範囲を想定し算定していたものであり、現時点では地質鯛査尊が実施できていないため、具体的な必要額が確定しないことから、含んでいない。

注６：ハツ場ダムの検証に係る検肘において示した、新たな指針の作成等に伴う代替地地区（宅地及び付替道路等の公共施股から構成）の対策工に係る経費（約3,953百万円）は、対策工を必要とする可能性がある地区について、検肘時点で得られている技術情輯をもとに安定計算に必要な盛土材の物性値として
すぺりに対する抵抗力が小さく計算されるような値を前提として算定したものであり、現時点では地質鯛査等が実施できていないため、具体的な必要額が確定しないことから、含んでいない。

項 細目 工種 種別 細別

事業費
(第３回変更）

①

数量 単位 金額

事業費
(第４回変更）

②

数量 単位 金額

増減額

③＝②－①
増減理由等

実施状況

平成24年度迄
実施見込み額

平成25年度
以降残額427,640

1０１．６９６

80,810

427,747

101.059

79,053

1０７

-637

-１．７５７

堤体工

|駈りZ上

|卒泙姻月Ｕ
クフワト

項ＥＦＦ－Ｌ

『『］墨_Ｌ

7Ｔｌ田I上畢

390

750,000

70,300

950,000

１

１

I、

ｍ３

、Ⅱ

ｍ３

式

式

36,005

886

13,019

3,389

1７，８０１

765

1４５

390

704,000

67,200

９１１．０００

１

１

[、

ｍ３

、、

ｍ３

式

式

33,278

９１４

1０，９６６

3．１９６

1７，２７７

774

150

-2,727

2８

-2,053

,=謀-１９３

－５２４

９

５

放流ﾛ 上備 １ 式 7,403 １ 式 7,528 1２５

雑工事

BIT不『巴剛ﾛ月苣（井桁ブロック）

NTJnKJ凹起'字（函刀式）

H丁ﾌﾜｑ巴胆月起（骸j軍擁壁）

、円グクヴコロー印こ〃〒、■ゲヴツーグ￣〃

日Ｊ"、、P、妄が〒WULBrU4J

Ⅱ尿や表エリuL2星

鵬:三一

2,310

2,358

６

4２

1１．０９６

66,770

1１．５３０

１

1，

、Ⅱ

基

基

Ⅱ、

ｍ２

ｍ２

式

3７ 402

10 364

６ 486

４ 1８８

５ ４１３

７ 500

982

1６９

2,300

1.990

1．９９１

６

4２

9,746

59,400

1０，３００

1

Ⅱ、

Ⅱ、

基

基

I、

ｍ２

ｍ２

式

3８ 248

10 519

６ 555

４ 108

５ ６１２

８ 050

938

1６２

2,304

846

1５５

6９

－８０

1９９

550

-44

－７

４

管理； Ｉ備費

建物（管理所・管理用宿舎）

諸般傭（巡Uu3H鷹・放流制御蝕備）

通信観測設備

電気設備

１

１

１

１

式

式

式

式

1．７３９

420

5１１

754

5４

１

１

１

１

式

式

式

式

1．４９０

447

545

425

7４

-249

2７

3４

-329

2０

・自然条件等に対する股計・施工計画変更による減
･物価の変化による増（60百万円）

(△309百万円）【建物、諸設備、通信観測股備、電気股備】

０

0

０

0

0

1．４９０

447

545

425

7４仮設Ｉ ;費

クＪ凸ｍＵＫｎ又1Ⅱ：

工事用道路（現道拡幅）

工事用道路（新殿）

１

Ｌ９３７

8.560

式

ｎｌ

ｎｌ

1８，３６７

3．３１１

4．１８６

10.870

１

Ｌ９３７

6．７００

式

I、

Ⅱ、

1９，７７３

3.046

4．９９１

lＬ７３６

1．４０６

-265

805

866

・自然条件等に対する設計・施工計画変更による増
･物価の変化による増（85百万円）

(521百万円）【ダム用仮股備、工事用道路（新設）】

･工事用道路、買収地の維持管理の追加による増（800百万円）

1５，５８１

０

3．９７３

lＬ６０８

4．１９２

3.046

1.018

1２８
工事ノ 】動力費 780 742 －３８

日禰宋汗雰にﾇＴＶｏ欧ＢＴ・砲｣-BT回変更による極（△38百万円） 0 742
測麓及び拭験費 72,283 74,012 Ｌ７２９

目添粂件等に対する股針・施工計画変更による増
物価の変化による増（195百万円）

(721百万円）【付替国道・県道・町道及び地すぺりの調査検討等】

猛禽類、水理水文等の継続調査の追加による増（743百万円）
本体施工計画照査業務の再発注等の追加による増（70百万円）

7１．７６９ 2,243

用地費及び補償費

1可晉ﾛ沃垣

1Ｔ膏国Ⅲ且

1丁程f胸&】且

1丁程f田j1且

禧奇露一一

1０，３９０

1０，８４０

１１．９７２

25,500

Ⅱ、

I、

Ⅱ、

Ⅱ、

248,214

123,560

1２３ 020

3７ 303

4０ 807

3６ 263

８ 647

１ 634

1０，３９０

1０，８４０

1Ｌ９７２

25,500

、1

I、

ｎｌ

、Ⅱ

247,394

1２２．１４７

1２３ 613

3７ 574

3８ ８０５

3６ 577

1０ 657

１ 634

-820

－１．４１３

593

2７１

-2,002

314

2,010

0

｡用地及び彌慣の精査による減（△1,413百万円）【一般補償、公共補償】

・自然条件等に対する設計・施工計画変更による増（560百万円）【付替国道、付替県道、付替町道】
･コスト縮減の取り組み等による減（△894百万円）【付替国道、付替県道】
･物価の変化による増（927百万円）

221.553

1020498

117,437

3４ 686

3８ 432

3４ 824

９ 495

１ 618

2５，８４１

1９，６４９

6,176

2,888

373

1．７５２

Ｌ１６３

1６
船舶及び援械器具費 5，３７７ 5．１８８ -189

日痴未1千寺に河Ｔ･賎Urr・麺」計画変異による蔵

物価の変化による増（110百万円）
通信設備維持の追加による増（16百万円）

(△３１５百万円） 2．１２６ 3,063

事棄車両費 7０ 9５ 2５
引勿Ｈｍの糞1Ｅによ●r百（４白〃股I）

事業車両経費の道ｶﾛによる増（21百万円）
2２ 7３

営繕・宿舎受 2,390 2,445 5５ q〃1,9の鐘1℃によ◎Z目（３Ｊ白刀Ｈ）

借地・建物借り上げ及び維持の追加による増（52百万円）
2,366 7９

工事諸費 29,970 29,808 －１６２ 工事諸費の精査による減（△162百万円） 22,704 7．１０４
事秦費 460,000 460,000 0

372,536
(３８２４１４）

87,464



【)l瞬畑地区】
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整備範囲図 畑代替 備地 ●

図面－１代替地整備範囲(案） 川原畑地区

※代替地の整備範囲は、平成１７年度に実施した「八シ場ダム建設事業に係る補足意向調査」を基に、地元との協議・調整を通じて各区画の配
置等を決定しており、調査時点とは異なる。また、公共施設の配置は現時点で決定しているものだけを示している。
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－－－－整備範囲(平場箇所）

ロー“－－代替地将来予定範囲 (注)図面中の鰯|は､平成'7年度時点において代替地として整備しないこととなった箇所。

(図面：Ｈ17.11～H18.3補足意向調査時配付資料）
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ロー￣'■■￣ 代替地将来予定範囲



代替地整備範 図【１１願湯（打越

恥
空 ）地区】●鴎

一

川原湯(打越)地区図面-１代替地整備範囲(案）
￣

※代替地の整備範囲は、平成１７年度に実施した「ハツ場ダム建設事業に係る補足意向調査」を基に、地元との協議・調整を通じて各区画の配
置等を決定しており、調査時点とは異なる。また、公共施設の配置は現時点で決定しているものだけを示している。
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毎－一一■整備範囲(平場箇所） (注)図面中の□は､平成17年度時点において代替地として整備しないこととなった箇所。

(図面：Ｈ17.11～H18.3補足意向調査時配付資料）
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代替地整備範囲図【横壁地区】整 函
一一

9，

横壁地区
図面－１代替地整備範囲(案）

※代替地の整備範囲は、平成１７年度に実施した「ハツ場ダム建設事業に係る補足意向調査」を基に、地元との協議・調整を通じて各区画の配
置等を決定しており、調査時点とは異なる。また、公共施設の配置は現時点で決定しているものだけを示している。
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菓園鑿備（東中村）

地区公園（東中村）
（整備予定）

菓園鑿備（東中村）

地区公園（東中村）
（整備予定）

墓園轄備（小倉）

地区公園（小倉）

（整備済）

墓園轄備（小倉）

地区公園（小倉）

（整備済）

勝沼稲荷神社
（整備済）

勝沼稲荷神社
（整備済）

横壁諏訪神社
（整備済）

横壁諏訪神社
（整備済）

例凡
横壁地区横壁地区

いい国一国…牢整備範囲(平場箇所）
代呰地予定位堕図

Ｓ＝１／４．５００

代呰地予定位堕図
Ｓ＝１／４．５００

(注)図面中の□は､平成'7年度時点において代替地として整備しないこととなった箇所。

(図面：Ｈ17.11～H18.3補足意向調査時配付資料）

横壁地区

※代替地の整備範囲は、平成１７年度に実施した「ハツ場ダム建設事業に係る補足意向調査」を基に、地元との協議・調整を通じて各区画の配
置等を決定しており、調査時点とは異なる。また、公共施設の配置は現時点で決定しているものだけを示している。
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－－－整備範囲(平場箇所）

(注)図面中の□は､平成17年度時点において代替地として整備しないこととなった箇所。
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コミュニティーセンター

消防施設
(整備予定）

墓園整備（小倉）
地区公園（小倉）

(整備済）
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